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戦間期日本資本主義に関する基礎的統計
〔1〕 貿易構造
(1）輸出表1-1 荷品別輸出構成
表1-2 相手国別輸出構成
表1-3 相手国別綿糸輸出額
(2）輸入表1-4 商品別輸入構成
表1-5 相手国別輸入構成
表1-6 鉄蹟石入荷量
表 1ー 7 紡績機・織布機輸出入額
(3）総合収支表1-8 外資導入現在高
表1-9 対満投資構成
表1-10 総合収支
〔2〕 財政・金融構造
(1）国家財政表2-1 歳入構成
表2-2 歳出構成
表2-3 財政歳出と粗国民支出
表2-4 租税構成
表2-5 国債現在高
表2-6 財政規模と国債
表 2ー 7 特別会計（歳出目的別〉
(2）地方財政表2-8 地方財政歳出構成
表2-9 地方財政歳入構成
表2-10 地方財政規模と地方債
表2-11 財政規模比較
(3）金融表2ー 12 日銀発券高
表2-13 日銀の貸出状況と公債保有
表2-14 普通銀行に占める五大銀行の地位
表2-15 興銀の経営
〔3〕 産業構造
(1）産業構成表3-1 産業構成（生産額〉
表3-2 産業構成〈就業人口〉
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表 3-3 工業構成（生産額〉
表 3-4 工業構成（就業人口〉
表 3-5 I ・ I両部門の生産額構成
表 3-6 I ・ I部門別原動機使用工場
表 3-7 産業別会社数の変動
表 3-8 農業生産額
(2）重化学工業表3-9 機械工業生産額
表 3-10 化学工業生産額
表 3-11 鉄鋼生産量（トン〉の伸び
表 3-12 八幡製鉄従業員構成
表 3-13 官営・民営工場比較
(3）階級構成と労働者表3-14 階級構成
表 3-15 工業労働者賃金比較（年平均〉
表 3-16 労働組合と争議
〔註〕 統計のとり方としては， 10年ごとの各期， 1911～20年期， 1921～1930年期， 1931～1940年期の平均比
率と各期の初年度と最終年度との聞の伸びを算出し，この比率と伸びとによって，それぞれ1910年代， 1920年
代， 1930年代のおよその特質を把握することを自的にしている。
統計項目の序列を，〔1〕貿易構造，〔2〕財政・金融構造，〔3〕産業構造とした理由については，①対外関係
（ここでは，その経済的表現たる貿易構造〕→①政策（とくに経済的側面である財政・金融〉→③経済構造
〈ここでは生産関係的側面よりも産業構成的側商を中心にした〉→④階級斗争→③権力の対応，という基本的な
規定（作用〉関係（もちろん逆規定や反作用も存在〉こそ，日本資本主義の特質（「特異な国際的位置，すな
わち軍事的独自性を持ちつつも国際資本への従属」・井上・宇佐美『危機における日本資本主義の構造』 39頁〕
の構造的表現であると考えるからである。ただし，④，⑤等の天皇制権力やファ、ンズムの問題については，日
本資本主義のトータルな経済的社会構成体的把握を通じての論文構成として掌握されるべきもので，①，①，
③をも含めて，統計的処理だけでは全く不十分であるということは言うまでもない。他日を期したL、と思う。
尚，以下の統計表中，特に断りのない限り，各表の（〉の数値は，各期の卸売物価の伸び（1911～20年期
2.75倍， 1921～30年期 0.68倍， 1931～40年期 2.19倍〕で除数して一応の実質的伸び（倍数〕として算出した
ものである（卸売物価については『日本農業基礎統計』 110頁〉。
〔1〕 貿易構造
(1）輸出
比 1911～20 
1921～30 
率 1931～39 
伸 1911～20 
1921～30 
び
1931～39 
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表1-1 商品別輸出構成
｜繊維品［重化学工業品｜工蜘計｜ 農産物
% % % % 
52.1 18.5 85.1 4.4 
62.8 11.8 87.1 3.0 
45.8 26.0 89.8 3.0 
倍 倍 倍 倍
4.5 4.9 4.6 1.8 
(1.6) (1.8) (1.6) (0.6) 
1.1 1.7 1.2 1.8 
(1.6〕 (2.4) (1. 7) (2.6〕
2.4 6.8 3.6 2.7 
(1.1) (3.1) I (1.6〕 (1.2) 
『長期経済統計14 貿易と国際収支』 176～79頁より作成。
表1-2 相手国別輸出構成
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鉱 山
% % 
2.7 100 
1. 7 100 
1. 7 100 
倍 倍
2.7 4.3 
(0.9) (1.5) 
0.8 1.2 
(1.1) (1. 7〕
2.9 3.4 
(1.3) (1.5) 
アジア ｜北アメリカ ｜ ヨーロッパ ｜ 吋総計含む
上ヒ
% % % % % % 
1911～20 5.9 30.4 19.l 29.1 14.0 100 
1921～30 10.9 28.3 13.3 36.2 6.3 100 
率 1931～40 19.7 32.3 16.2 15.6 6.6 100 
倍 倍 倍 倍 倍 倍
1911～20 4.2 4.4 9.7 4.0 1.9 4.3 伸 (1.5) (1.6〕 (3.5) (1.4) (0.7) (1.5) 
1921～30 1.8 1.0 1.5 1.0 1.3 1.2 (2.6) (1.4) (2.1) (1.4) (1.9) (1.7) 
ひ、
6.1 6.2 2.4 1.3 1.8 3.7 1931～40 (2.8) (2.8) (1.1) (0.6) (0.8〕 〔1.7〕
表1-1と同資料206～9頁より作成
表1-3 相手国別綿糸輸出額
港｜インド｜フィリピン｜朝 鮮 ｜｜そ総の他含計む
% % % % % % % 
1910 86.1 5.7 0.4 1.2 5.4 100 
比 1920 52.3 18.7 19.5 1.0 1.7 100 
率 1930 17.2 17.3 43.7 2.7 100 
1937 1.9 15.2 6.6 36.l 3.2 100 
倍 倍 倍 倍 倍 倍
1911～20 2.3 13.5 51.7 2.6 0.9 3.6 伸 (0.8) (4.8) (18.5〕 (0.9) (0.3) (1.3) 
1921～30 0.1 0.2 0.5 0.9 0.2 
び (0.1) (0.3) (0.7) (1.3) (0.3) 
1931～37 4.3 33.3 8.1 3.5 5.3 6.5 (2.0〕 (15.1) (3.7) (1.6〕 (2.4) (3.0) 
『現代日本産業発達史刃繊維上』巻末統計付録表m-1.so～1頁より作成。
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(2）輸入
表1-4 商品別輸入構成
｜繊維品｜時訓示業引棚原料｜金属原料｜石炭石油｜？？
比
% % % % % % % 
1911～20 3.1 34.6 46.1 32.4 1.0 2.1 100 
1921～30 5.4 26.7 43.3 26.7 0.8 4.0 100 
率 1931～39 2.2 29.0 39.5 24.4 2.6 7.2 100 
倍 倍 倍 倍｜ 倍 倍 倍
イ申 1911～20 2.1 4.4 4.1 5.3 11.6 3.5 4.6 (0.8) (1.6) (1.5) (1.9) (4.1〕 (1.3) (1.6) 
1921～30 0.7 0.8 0.9 0.9 2.0 2.2 1.0 (1.0〕 (1.1) (1.3) (1.3) (2.9) (3.1) (1.4) 
び 1.3 4.5 3.1 1.5 8.4 3.0 2.6 1931～39 (0.6) (2.0) (1.4) (0.7) (3.8〕 (1.4) (1.1) 
表 1ー 1と同資料180～83頁より作成。
表1-5 相手国別輸入構成
｜北アメリカ ｜ ヨーロッパ lそ長悼む
上h
% % % % % % 
1911～20 6.0 23.8 24.4 27.3 12.9 100 
1921～30 11.0 21.5 20.0 25.6 15.9 100 
率 1931～40 15.1 23.1 15.4 27.2 9.2 100 
倍 倍 倍 倍 倍 倍
伸 1911～20 12.7 4.4 3.9 10.8 1.6 4.7 (4.5) (1.6) (1.4〕 (3.9) (0.6) (1. 7〕
1921～30 1.2 0.9 0.4 0.8 0.9 1.0 (1.7) (1.3) (0.6〕 (1.1) (1.3) (1.4〕
び 3.0 3.2 2.9 3.5 1.1 2.8 1931～40 (1.4〕 (1.5) (1.3) (1.6) (0.5) (1.3〕
表 1ー lと同資料210～13頁より作成。
表1-6 鉄礎石入荷量（トン〕
国 ｜ フィリピン ｜ マ － l吋総含計む
% % % % % % 
比 1910 2.1 58.5 39.4 100 
1920 0.1 30.9 67.7 1.3 100 
率 1930 13.2 34.0 52.9 100 
1940 0.3 1.6 29.4 28.1 39.6 100 
倍 倍 倍 倍 倍 倍
イ申 1911～20 0.1 2.1 4.3 3.2 
1921～30 1.2 1.2 6.5 2.1 
び 1931～40 0.4 2.3 
『入幡製鉄所50年誌』統計図表篇より作成。
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表 1ー 7 紡績機，織布機輸出入額
輸 入 輸 出
紡績機｜ 織布機 計 紡績機，織布機
万円 万円 万円 万円
実 1910 264.8 110.8 375.6 14.5 
1920 1816.4 137.5 1953.9 338.9 
主 1930 636.5 27.0 663.5 385.2 
1937 。 。 。 2603.5 
倍 倍ー 倍 倍
イ申 1911～20 8.5 1.0 5.6 25.7 (3.0) (0.4) (2.0) (9.2) 
1921～30 0.2 0.1 0.2 0.9 (0.3) (0.1) (0.3) (1.3〕
び 5.0 1931～37 (2.3) 
表1-3と同資料付録表Eー 12.55貰より作成。
(3）総合収支
表1-8 外資導入現在高
l品集界〉｜海宵鎮守債Ic料品｜品議〉｜
比
% % % % 
1911～20 80.4 3.4 7.7 8.5 
1921～30 74.5 1.6 6.7 14.2 
率 1931～40 67.4 1.7 10.9 18.0 
倍 倍 倍 倍
｛申 1911～20 0.9 0.5 1.7 0.3 (0.3) (0.2) (0.6) (0.1) 
1921～30 1.2 4.7 1.8 13.8 (1.7) (6.7) (2.6) (19.7) 
び 0.8 0.5 0.7 0.5 1931～40 (0.4) (0.2) (0.3) (0.2) 
『明治以降本邦主要経済統計』 317頁。
表1-9 対満投資構成
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輸出入差額
万円
ム361.1
ム1615.0
ム278.3
2603.5 
倍
4.8 
(1.7) 
0.1 
(0.1) 
16.4 
(7.5) 
計
% 
100 
100 
100 
倍
0.9 
(0.3) 
1.4 
(2.0) 
0.8 
(0.4) 
｜満州国系｜満鉄系｜満業系｜その他｜ 計 ｜公社債｜株式｜株式公開｜借入金
｜ %｜ 矧 %1 %1 億円｜ %｜ %｜ 矧 % 
1932～36 I 14.6 I 59.6 I - I 25.8 I 11.61 I 62.5 I 33.7 I 15.o I 23.o 
1973～40 I 19.5 I 30.3 I 18.3 I 31.9 I 29.02 I 62.6 I 28.1 I 3.1 I 6.2 
『日本興業銀行50年史』 408～99頁第160表より作成
表1-10 総合収支
貿易収支｜貿易外収支｜総 合
億円 億円｜ 億円
1911～20 I 27 .30 I ム 9.54 I 17.76 
1921～30 
1931～40 
ム22.78
ム4.96
表1-1と同資料223～27頁より作成。
11.56 
ム26.42
ム11.22
ム31.38
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〔2〕 財政・金融構造
(1) 国家財政
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表 2-1 歳入構成
｜租税印紙収入｜専売首業収入｜公債借入｜ 雑
比
% % % 
1911～20 45.5 19.2 1.9 11.9 
1921～30 47.8 21.1 3.4 5.1 
率 1931～40 50.3 15.0 24.3 7.5 
｜前年繰越｜ 計
% % % 
21.5 100.0 
22.6 100.0 
4.9 100.0 
イ申
倍 倍 倍 倍 倍 倍
1911～20 2.2(0.8) 2.5(0.9) 6.8(2.5) 3 .3(1.2) 6.3(2.3〕 3.0(1.1〕
1921～30 1.0(1.5〕 1.5(2.2) 0.7(1.0) 1.5(0.7) 0.1(0.1〕 0.8(1.2) 
び 1931～40 4.7(2.1) 1.1(0.5) 10.7(4.9) 4.1(1.9) 12.2(0.6〕 4.2(1.9) 
『明治以降本邦主要経済統計』 130～3頁より作成。
表2-2 歳出構成
皇室・年金 行政費 軍事費 国 債 計－
比
% % % % % 
1911～20 4.2 39.9 38.2 16.7 100.0 
1921～30 7.7 47.0 31.8 13.5 100.0 
率 1931～40 6.7 38.6 39.5 15.2 100.0 
f申
倍 倍 倍 倍 倍
1911～20 1.8(0.6) 2.8(1.0) 3.2(1.1) 0.6(0.2) 2.3(0.8) 
1921～30 2.0(2.9) 1.2(1. 7) 0.6(0.9) 2.4(3.4) 1.0(1.4) 
び 1931～40 1.0(0.5〕 3.8(1. 7) 4.9(2.2) 4.2(1.9) 4.0(1.8) 
表2-1と同資料130～3頁より作成。
表2-3 財政歳出（司と粗国民支出（b)
伸 び 率
a b a/b 
a b 
億円 億円 % 倍 倍
1911～20 138. 54 819.07 16.9 3.1(1.1〕 3.6(1.3) 
1921～30 374.19 1,569.55 23.8 1.3(1.9) 1.0(1.4) 
1931～40 831.23 2,142.02 38.8 4.5(2.0) 2 .8(1.3) 
a…『明治以降本邦主要経済統計』 130～3頁， b…『長期経済統計I 国民所得』 213頁より作成。
表2 4 租税構成
l地租｜所得税｜法人税｜蹴｜相続税｜酒税l需品｜関税｜ 計
比
% % % % % % % % % 
1911～20 6.9 7.8 4.2 3.0 0.4 10.0 2.6 5.3 100 
1921～30 3.5 10.4 3.6 3.0 1.0 11.1 3.8 6.1 100 
率 1931～40 1.8 15.4 4.9 2.4 1.2 7.5 3.2 4.7 100 
f申 1911～20 1.0(0.倍4) 5.5(2.倍2) 13.2(4.倍7) 2.5(0.倍9〕1. 7(0.倍6) 1.9(0.倍7) 2.3(0.倍8) 1.4(0.~立口〉3 .0(1.倍1) 
1921～30 0.9(1.3〕1.0(1.4) 0.7(1.0) 0.8(1.1) 3.5(5.0) 1.2(1. 7) 1.4(2.0) 1.0(1.4〕0.8(1.1) 
び 1931～40 0.5(0.2〕10.3(4.7) 5.6(2.5) 3 .4(1.5) 1.9(0.9) 1. 5(0. 7〕1.8(0.8) 1.3(0.6) 4.2(1.9) 
表2-1と同資料136～7頁より作成。
内比 1911～20 
1921～30 
率 1931～40 
f申 1911～20 
1921～30 
び 1931～40 
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表2-5 閣僚現在高
国 債 外 国 債 短期証券
% % % 
49.2 50.3 0.5 
71.0 28.2 0.8 
86.7 9.7 3.7 
倍 倍 倍
2.l(Q.8) 1.0(0.4) 0.9(0.3) 
1.6(2.3) 1.1(1.6) 10.0(14.3) 
6.1(2.8) 0.8(0.4) 4.7(2.1) 
表2ー 1と同資料158～9貰より作成。
表2-6 財政規模と国債
一般会計歳入 A 国債累積殊高 B 
1920 13.60 億円 38.21 億円
1930 15.58 61.54 
1940 58.60 308.95 
表2ー lおよび表2-5と同資料同頁より作成。
表 2ー 7 特別会計〈歳出目的別〉
｜事業会計｜管理会計｜保険会計｜融資会計｜整理会計 外地会計
比
% % % % % % 
1911～20 42.4 1.2 0.1 1.6 30.5 13.5 
1921～30 40.8 2.0 1.3 2.7 34.1 12.2 
率 1931～40 21.6 3.1 2.2 1.9 57.4 8.4 
伸 4.4(1.倍6) 3.2(1.倍1) 
倍
4 .1(1.倍5) 3.2(1.倍1〕 2.3(0.倍8) 1911～20 
1921～30 1.2(1. 7) 2.5(3.6) 14.3(20.4) 2.8(4.0) 1.3(1.9) 1.4(2.0) 
び 1931～40 3.3(1.5〕12.9(5.9) 2.9(1.3) 3.2(1.5) 9.8(4.5) 3.9(1.8) 
表2ー 1と同資料138～9頁より作成。保険会計は1916年より開始。
(2）地方財政
表2-8 地方財政歳出構成
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計
% 
100.0 
100.0 
100.0 
倍
1.5(0.5) 
1.5(2.1) 
4.8(2.2) 
B 
A 
2.8 倍
3.9 
5.3 
軍事会計 計
% % 
8.6 100.0 
3.3 100.0 
5.4 100.0 
2.5(0.倍9) 3.4(1.倍2) 
0.4(0.6) 1.3(1.9) 
21.8(9.9) 6.5(3.0) 
！議会費｜庁半察費｜土木費｜教吋鎖｜倒産品｜財産費｜公債費！ 計
比
% % % % % % % % % % 
1911～20 0.9 11.7 6.5 20.0 31.3 7.7 5.1 4.9 10.6 100.0 
1921～30 0.5 8.3 5.8 20.2 30.4 7.7 4.9 2.8 17.9 100.0 
苦手 1931～40 0.3 7.2 5.3 17.0 22.9 3.4 9.5 1.6 30.3 100.0 
倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍
3倍.3 
倍 倍 倍
f申 1911～20 2.7 2.8 3.1 2.6 3.4 13.2 7.1 2.9 1.4 3.0 (0.9) (1.0) (1.1) (0.9) (1.2) (4.7) (2.5) (1.2) (1.0) (0.5) (1.1) 
1921～30 0.9 1.2 1.3 1.3 1.3 4.5 1.4 1.3 0.7 6.7 1.7 (1.3) (1.7) (1.9) (1.9〕 (1.9) (6.4) (2.0) (1.9) (1.0) (9.6) (2.4) 
び
1.7 1.9 1.8 1.6 1.5 1.9 2.2 2.2 1.4 1.3 1.6 1931～40 (0.8) (0.9) (0.8) (0.7) (0.7) (0.9〕 (1.0〕 (1.0) (0.6〕 (0.6) (0.7) 
表2-1と同資料154～5頁より作成
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表2-9 地方財政歳入構成
｜地方税｜関｜塁出雲｜臨｜忠実｜地方債｜吋｜ 計
土色
% う6 % % % % % % 
1911～20 48.5 7.5 5.9 13.5 2.1 8.9 13.6 100.0 
1921～30 35.5 9.8 9.0 15.0 1.5 17.7 11.5 100.0 
率 1931～40 22.1 11.4 21.2 17.6 10.8 17.9 100.0 
｛申 1911～20 3 .1(1.倍1) 18.2(6.倍5) 3.2(1.倍1) 2.3(0.倍8) 4 .1(1.倍5) 3.1(1.倍1) 1.0(0.4倍〉 2.6(0.倍9) 
1921～30 1.0(1.4〕 2.0(2.9) 2.3(3.3) 1.1(1.6) 1.2(1. 7) 3.2(4.6) 1. 7(2.4) 1.5(2.1) 
び 1931～40 1.5(0.7) 1.8(0.8) 2.8(1.3) 2.4(1.1) 0.9(0.4〕 2.0(0.9〕 1.9(0.9) 
表2-1と同資料152～3頁より作成。
表2-10 地方財政規模と地方債
地方財政一般歳入 ω 地方債累積残高 （劫
1920 7.79 億円 5.09 億円
1930 15.18 23.74 
1940 24.09 41.20 
BIA 
0.7 倍
1.6 
1.7 
表2-1と同資料150・162頁より作成。
表 2-11 財政規模比較（歳出〉
地方財政 国家財政 計
比
% % % 
1911～20 35.0 65.0 100.0 
1921～30 48.4 51.6 100.0 
率 1931～40 46.6 53.4 100.0 
｛申
倍 倍 倍
1911～20 2.5(0.9) 2.7(1.0) 2.6(0.6) 
1921～30 1.5(2.1) 0.9(1.3) 1.2(1. 7) 
び 1931～40 1.8(0.8) 4.1(1.9〕 2.9(1.3) 
表2ー 1と同資料130～3頁および150～1頁より作成。
(3）金融
1911～20 
1921～30 
1931～40 
表 2ー 12 日銀発券高
発券高平均
億円76.95 
161. 72 
230.78 
? ?
?
? 、 ? 、 ? 、
?
?? ? ? ?
??
??
?
??
??
?
?? 、
?? 、
?、
?
? ??
????
『現代日本産業発達史XXVI銀行』付録表1-2(A)28～9頁より作成。
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表 2ー 13 日銀の貸出状況と公債保有
民 間 貸 出 政府貸上
計w 公（B)債 B 定期｜当座｜甥｜讃 1~＝ri1 小計 賃法定上 ｜ 賃一時上 I 小計 A+B 
比
% % % % % % % % % 億円 億円 % 
1911～20 1.3 0.3 36.2 4.4 49.0 91.1 9.8 1.1 8.9 28.16 6.37 18.5 
1921～30 1.0 0.5 78.2 17.4 96.1 3.0 0.8 3.9 12.43 23.83 24.8 
率 1931～40 o.o 0.0 77.0 17.4 94.4 1.5 4.1 5.6 85.59 115.83 57.5 
倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍
伸 1911～20 0.3 0.8 3.2 2.8 1.7 1.0 0.5 1.4 3.3 (0.1) (0.3〕(1.1) (1.0〕(0.6) (0.4) (0.2) (0.5) (1.2) 
1921～30 2.3 0.9 2.0 1.0 1.1 2.0 0.9 (3.3) (1.3) (2.9) (0.4〕 (1.6) (2.9〕 (1.3) 
び 0.1 0.8 1.8 0.8 0.9 0.1 0.8 15.2 1931～40 (0.0〕(0.4) (0.8) (0.4) (0.4〕(0.0) (0.4) (6.9) 
後藤新一『日本の金融統計』 190～3頁より作成。定期は1928年まで，当座は1929年までで1931年から再開，証券割引の内
容は，大蔵省証券，鉄道証券，臨時国庫証券で， 1917年までであり，法定賃上は1936年までである。
表2-14 普通銀行に占める五大銀行の地位
五大銀行の割合
普銀数
払込資本金
.fr % 
1910 1618 11.7 
1920 1322 18.5 
1927 1280 19.6 
1931 680 25.9 
1940 286 33.0(40.3) 
表2-13と伺資料117～20頁より作成。（〕は1933年以降6大銀行を示す。
表2-15 興銀の経営
払込資本金 車宅 益 平均率
1911～20 2.6(0.9〕倍 2.6(0.9) 倍 9.4／。O／ 
1921～30 1.0(1.4) 0.5(0.7) 11.0 
1931～40 1.8(0.8) 2.0(0.9) 9.0 
『日本興業銀行50年史』巻末統計より作成。
〔3〕 産業構造
(1) 産業構成
比 1911～20 
1921～30 
率 1931～40 
伸 1911～20 
1921～30 
び 1931～40 
1 次
37.5’。／0 
24.4 
18.2 
2.5(0.9) 
0.5(0.7) 
3 .2(1.5) 
表3-1 産業構成〈生産額）
2 次
23 .8-9~ 
28.8 
36.0 
倍 3.5(1.3）倍
1.1(1. 6) 
4.1(1.9) 
『明治以降本邦主要経済統計』 28～9頁より作成。
子頁 金
% 
21.5 
26.9 
31.2 
38.3 
41.8(52.3) 
配当金
2.4(0.9）倍
0.7(1.0) 
1.8(0.8) 
3 次
38.7,96 
46.8 
45.8 
4 .2(1.5) 倍
1.1(1.6) 
2.3(1.1〕
貸 出
% 
17.2 
20.9 
24.3 
31.3 
46.8(56.8) 
平均率
6.4-9~ 
7.9 
5.8 
計
100 /O 。／
100 
100 
3.4(1.2）倍
0.9(1.3) 
3.0(1.4) 
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表3-2 産業構成（就業人口〉
1 次 2 次 3 次 ｜計〈分類不詳を含む〕
比 1910 
64.3/0 。ノ 16.2% 15.3~6 100% 
1920 52.9 23.3 19.3 100 
率 1930 49.5 21.2 24.3 100 
1940 44.7 25.7 23.3 100 
｛申 1911～20 0.9倍
1.5倍 1.4倍 1.1倍
1921～30 1.0 1.0 1.3 1.1 
ぴ 1931～40 1.0 1.3 1.0 1.1 
梅村又次「産業別雇用の変動 1872～1940年」 （一橋大学経済研究『経済研究』 24巻2号〉より作成
表3-3 工業構成（生産額）
属｜機 械 ｜｜重小化学工業計｜｜ 繊 維｜その他｜ 計
比 1911～20 10.9／＇。0｝ 8.6円a。/ 13.8~6 49.2刈。 34.5~6 32.2% 10036 
1921～30 10.7 6.9 9.1 26.7 36.0 37.4 100 
率 1931～40 15.4 15.1 18.7 33.2 24.3 26.5 100 
伸 1911～20 4.6(1.8）倍 7.5(3.6〕倍 8.4(3.8) 倍 6.3(2.9) 倍 4.3(1.8) 倍 3.3倍 4.2(1.8) 倍
1921～30 1.3(2.2) 1.6(2.2〕 1.1(1.5) 1.3(1.9) 0.9(1.5) 1.0 1.0(1.5) 
び 1931～40 5.5(2.8) 8.9(3.1〕 12.4(5.7) 8.5(3.8) 2.2(1.1) 2.7 4.2(2.1) 
『長期経済統計10 鉱工業』 146～7頁より作成（1934～36年価格にデフレー ト〉。
表3-4 工業構成（就業人口〉
金 属 機 械 化 学 紡 績
1911～15 6.5／。O／ 4.l/O 。1 3.536 25.4/0 。／ 100% 
比 1916～20 7.0 5.6 4.2 27.9 100 
1921～25 6.5 6.3 3.5 27.8 100 
1926～30 5.6 7.4 4.3 22.6 100 
率 1931～35 6.6 8.5 5.7 21.8 100 
1936～40 7.8 15.2 5.4 19.8 100 
｛申 1911～20 1.6倍 2.6倍 1.4倍 1.7倍 1.5倍
1921～30 0.9 1.3 1.5 0.8 1.0 
び 1931～40 1.8 3.2 1.3 1.0 1.3 
表3-2と同資料より作成。
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表3 5 I • I両部門の生産額構成
I 計
1909 14.9メ。O／ 85.1／。O／ 100〆。O／ 
比 1914 20.8 79.2 100 
1919 24.7 75.9 100 
1924 20.1 79.9 100 
率 1929 26.8 73.2 100 
1934 37.9 62.1 100 
伸 1909～19 14.3(5.5) 倍 7.6(2.9）倍 8.6(3.3) 倍
1919～29 1.2(1. 7〕 1.1(1.6) 1.1(1.6〕
び 1929～34 1.7(1.9〕 1.0〔1.1〕 1.2(1.3) 
鹿沢君夫編『日本資本主義再生産構造統計』（第2昔日基礎統計I・工業一一「工場統計表Jの再編一一〕95～167頁より作成。
表3 6 I ・ I部門別原動機使用工場
I 計（実数〉
1909 38.6〆。O／ 27.2／。O／ 9155 
1914 56.6 44.3 14578 
1919 72.2 69.0 26947 
1924 83.3 75.3 37141 
1929 86.6 80.3 48822 
1934 91.4 83.2 68306 
表3-5と同資料95～167頁より作成
表 3ー 7 産業別会社数の変動
｜農業｜水産業｜鉱 業｜工 業｜商業・金融｜運 輸｜ 計
比 1911～20 2.9% 0.1＇。0／ 0.8／＇。0／ 34 .5／。O／ 54 .5/0 。／
1921～30 2.0 0.7 1.0 37.8 50.6 
率 1931～40 2.1 0.4 0.9 36.1 52.8 
｛申 1911～20 1.9倍 倍 倍 3.0 倍 1.9倍
1921～30 1.1 0.9 0.7 1.4 1.8 
び 1931～40 1.4 1.1 3.4 1. 7 1.4 
表3ー 1と同資料324～31頁より作成。
表 3-8 農業生産額
米 繭
伸 1911～20 2.6(0.9) 倍 2.4(0.9）倍
1921～30 0.6(0.9) 0.7(1.0) 
び｜ 1931～40 2.8(1.3) 3.1(1.4〕
『長期経済統計9 農林業』 146頁より作成。
7. l/O 。／
7.9 
7.6 
2.3倍
2.0 
1.5 
100/0 。／
100 
100 
2.3倍
1.6 
1.5 
計
2.5(0.9）倍
0.6(0.9) 
3.1(1.4) 
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(2）重化学工業
計
% % % ；% % ：克 一克
比｜ 1909 46.8 47.1 4.5 1.6 100 
1920 36.6 7.5 6.0 19.3 11.1 3.2 16.2 100 
率 i1930 27.7 4.7 1.0 4.1 5.8 16.0 14.2 3.8 22.7 100 
1940 3.3 2.1 0.7 9.6 4.7 8.4 9.2 10.5 51.5 100 
倍 倍 倍 倍
8.3 倍
倍 倍 倍 倍
伸 I1909～20 ,v.‘宮 3.3 112.7 一 270.7 26.0 (7.3) (1.2) (40.3) (3.0) (96.7) (9.3) 
1921～30 1.0 0.8 0.6 1.4 0.5 1.8 6.9 1.4 0.9 1.2 
び｜ (1.4) (1.1) (0.9) (2.0) (0.7) (2.6) (9.9) (2.0) (1.3) (1.7) 
1931～40 2.3 11.0 10.7 73.6 18.8 13.7 43.3 62.0 58.l 24.8 (1.0) (5.0〕 (4.9) (33.4) (8.5) (6.2) (19.7) (28.2) (26.4) (11.3) 
『現代日本産業講座羽機械工業2』32～40頁より作成。
表 3ー 10 化学工業生産額
工業薬他品
その 染料！？？ロ｜化学繊維｜植物糊｜動物糊旨｜脳陣料顔｜炎弘
% % 銘 % % % % % % 
比 1909 17.4 7.4 2.0 8.7 4.9 0.4 
1920 12.1 8.0 2.7 1.7 8.0 6.5 3.0 0.5 
率 1930 16.2 7.8 1.2 0.9 5.5 6.9 0.7 7.0 4.1 0.9 
1940 10.2 6.9 4.3 1.0 9.5 2.8 0.3 4.0 4.0 1.3 
倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍
1909～20 5.4 8.9 10.l 4.4 7.1 10.4 10.9 イ申 (1.9) (3.0) (3.6) （ー〉 〈ー〉 (1.6) (2.5) (3.7) （ー〉 (3.9) 
1921～30 2.5 1.5 0.8 0.6 105.5 10.2 0.2 1.4 1.7 2.2 
び (3.6) (2.1) (1.1) (0.9) (150.7) (14.6) (0.3) (2.0) (2.4〕 (3.1) 
1931～40 3.8 4.2 17.2 6.2 8.6 2.5 5.0 3.2 5.1 9.2 (1.7) (1.9) (7.8) (2.8) (3.9) (1.1) (2.3) (1.5) (2.3) (4.2) 
｜輔｜製紙｜鉱物油卜ム｜器開皮革製品｜マッチI~~fig I 計
% % % % % % % % % 
比 1909 7.9 17.3’ 4.1 1.7 3.9 3.5 12.1 5.8 100 
1920 7.3 24.6 1.3 5.4 3.5 2.5 4.0 8.9 100 
率 1930 7.7 18.7 3.8 7.2 1.8 1.7 1.0 6.9 100 
1940 6.6 13.3 4.5 5.8 1.3 1.5 0.4 12.3 100 
倍 倍 倍 倍 倍 倍 倍 6.2 f首 倍
1909～20 7.1 7.0 2.5 2.5 6.8 5.7 2.6 8.8 伸 (2.5) (3.9) (0.9) (0.9) (2.4) (2.0) (0.9) (2.2) (3.1〕
1921～30 1.1 1.5 2.2 1.3 1.0 0.8 0.4 0.8 1.6 
び (1.6) (2.1) (3.1) (1.9) (1.4) (1.1) (0.6) (1.1) (2.3) 
1931～40 4.9 4.2 5.4 4.1 4.0 4.9 2.2 14.7 5.6 (2.2) (1.9) (2.5) (1.9) (1.8) (2.2) (1.0) (6.7) (2.5) 
『現代日本産業発達史xm化学工業上』巻末統計表付録表I18～25頁より作成。
比 1910～19 
1920～29 
率 1930～39 
｛申 1910～19 
1920～29 
び 1930～39 
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1911～20 
1921～30 
1931～40 
表3-11 鉄鋼生産量（トン〉の伸び
銑 鉄 鋼 塊
1.6倍 1.9倍
2.0 2.2 
2.6 2.4 
鋼
『八幡製鉄所50年誌』巻末統計篇より作成。
表3-12 八幡製鉄従業員構成
職 員 工 員 鉱 夫
6.6/0 。／ 62.6／。O／ 30.8% 
7.0 56.2 36.7 
8.2 75.7 16.1 
2.4倍 2.6倍 2.7倍
0.9 1.1 1.1 
1.1 2.5 0.5 
表3-11と同資料巻末統計篇より作成。
表3-13 官営・民営工場比較
材
1.7倍
2.5 
2.3 
工 場 数 一工場当り職工数
官 ω ｜ 民 計 官 公
1911 78 14228 14306 1357人 人
1920 344 45806 46150 546 
1930 400(153) 62294 62789 287 42 
1935 583(237) 85174 85994 158 27 
『日本労働運動史料』 10巻同資料Il-14,84～5頁より作成。
(3) 階級構成と労働者
表3-14 階級構成
支配階級 中
4.1／。O／ 
間 層 ｜被支配階級（うち労働者階級〉｜
32.1% I 63.7(23.8)% 1909 
1920 
1930 
1935 
3.9 
3.3 
4.1 
25.0 
20.7 
22.4 
大橋隆憲編『日本の階級構成』 26～8頁より作成。
71.1(33.6) 
76.0(44.5) 
73.5(47.1) 
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計
100／。O／ 
100 
100 
2.6倍
1.1 
1.6 
民
56人
34 
27 
28 
計（実数〉
万人
1390.3 
1928.9 
1946.8 
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1910 
1920 
1930 
1939 
1911～20 
1921～30 
1931～39 
繊
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表3-15 工業労働者賃金比較（年平均〉
古住 金 属 機 械
製紙（女工〉｜綿紡（女工〉陣力織（女工〉 鋳造工 鍛治工
0.31円 円 0.27円 0.69円 0.69円
0.89 1.09 0.99 2.22 2.18 
0.86 1.06 0.86 2.23 2.15 
0.80 0.85 0.85 3.08 3.17 
2.9(1.0）倍 倍 2.7(1.0）倍 3.1(1.1)倍 3.1(1.1）倍
0.9(1.3) 1.0(1.4) 0.9(1.3) 1.0(1.4) 1.0(1.4) 
1.1(0.5) 0.9(0.4) 1.1(0.5) 1.5(0.7) 1.6(0.7) 
表3-13と同資料N-8-3,N-8-4, 276～81頁より作成。
表3ー 16 労働組合と争議
組合数 組合員数 争議件数
1921 300 103442人 一人
1926 488 284739 1260 
1931 818 368975 2456 
1936 973 420589 1975 
1941 ク 895 334 
1944 。 。
表3-11と同資料VI-1,424頁および羽ー26,516頁より作成。
イじ 学
守勢堅手｜搾油工
0.41円 0.56円
1.44 1.85 
1.47 1.76 
1.89 2.29 
3.3(1.2）倍 3.2(1.1) 倍
1.1(1. 6) 0.9(1.3) 
1.3(0.6〕 1.5(0.7) 
争議参加人数
一人
127267 
154528 
92724 
17285 
